
 

・   令和４年度 日立市教育研究会先進校等調査派遣研修報告書 

 

                        日立市立助川中学校 教諭 益子 洋子 

 

１ 派遣期日   令和４年１０月１３日（木） ～ １０月１４日（金） 

２ 派遣先    学校名（会場名） 群馬大学共同教育学部附属中学校 

                  所在地       群馬県前橋市上沖町 612 番地 

                  http://jhs.edu.gunma-u.ac.jp/ 

３ 研修内容 

（１）視察校における研究への取組 

 

 

 

 

 

  

 

「一人一人の学びを最大限に引き出す」ためには「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

一体的に充実させることが求められる。実際の授業を創造するに当たっては、「個別最適な

学び」で得た成果を「協働的な学び」に生かし、更にその成果を「個別最適な学び」に還元

するというサイクルを ICT を有効に活用することで、効率的かつ効果的に実現させながら、

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進し、「学びの質」を高めるこ

とが必要である。 

 

①問題解決の過程において各教科等の特質に応じた ICT の活用の仕方を検討し、効率的かつ

効果的に「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させるための実践を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②各教科等における資質・能力を育成するために「個別最適な学び」と「協働的な学び」の視

点で ICT をどのように活用すればよいのか検証、それを基に、ICT の活用を各過程に位置付

けながら単元や題材などの内容や時間のまとまりをデザインしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈単元における位置付け（国語）〉 

研究主題：「生徒一人一人の学びを最大限に引き出す授業の創造」 

～ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向けた実践を通して～  

育成を目指す生徒像：課題解決に向けて見通しをもち、自らの考えを形成し、他者との協

働を通して再形成したり、自己の学びを振り返り、調整したりしながら、よりよい解決策

を模索し、未来を想像する生徒 

〈各過程における ICT 活用の位置付け（国語）〉 
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（２）公開授業・授業研究会   

第２学年 国語科 「描写に着目して読み、映像化を通じてタオルが何を象徴している

のかを考え、作品の解釈を深めよう」   

  前時までに人物の関係性についてなど、本文中に書かれてい 

る情報を思考ツールを用いて図式化しながら整理することで作 

品への解釈を深めておく。そして本時は、タオルの象徴性を表 

している描写やそれに関連する描写に着目し、予備撮影を通じ 

タオルが何を象徴しているのかを考える授業であった。 

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるため、 

学びの蓄積（写真１）を活用し、読みの課題に迫れているか予 （写真１ 映像化シート） 

備撮影をしながら考えたり（個）、予備撮影（写真②）をしな 

がら他者と登場人物の言動の意味を検討し、読みの課題につい 

て考えたり（協）して ICT の活用を図っていた。 

とても提案性のある授業であった。映像化シートは情報整理 

をするのに有効であった。撮影は、自分の考えた場面を協力し 

て行っていた。映像化のための描写の検討や撮影を経ての振り                            

返りに、もう少し時間をかけて意見交換して深めることで、よ （写真２ 予備撮影） 

り映像化が生きたようにも感じた。 

                          

（３）文部科学省講演   

生徒の「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業づくりを考える  文部科学省初等

中等教育局 視学官 藤枝 秀樹先生 

 ○ 新学習指導要領と GIGA スクール構想との関係について 

 ○ 新学習指導要領改訂のポイント 

 ○ 「指導と評価の一体化」のための学習評価 

 ○ 各教科の指導における ICT の活用 

   

（４）ワークショップ「使う・深める・広げる」明日から実践できる ICT 

  育てたい資質・能力を明確にして ICT 活用の場面について構想・協議することで、ICT

活用の質を深め、これまでの授業実践と ICT のベストミックスを模索した。また、生徒が

授業に関係の無いアプリで遊んでしまう・タブレットのやりとりで生徒指導が必要にな

る・夜遅くまでタブレットを操作していて寝不足等、生徒に ICT をどう使わせるかも重要

な課題であることが出てきた。そこで、情報モラルの授業や学習の基盤となる資質・能力

としての情報活用能力の育成が必須である。授業場面や学校生活の中でどのように情報活

用能力を育成していくのかを、学校として共通理解して進めていくことが大事である。 

○視察校における実践例 

  ・ 『情報モラル』は、タブレットの自由な活用と情報モラルの授業（パスワードの設 

   定と管理理・グループ機能の活用・でのトラブル防止・タブレット端末の使い方・著  

作権）の充実を一体として行っていく。月 1 回、「タブレット端末活用チェックシー 

ト」を用いてタブレット端末を配布している目的や自身の使い方を振り返らせる。保 

護者にもサインしてもらうことで、使い方を家庭で話し合うきっかけにしていた。 

  ・ 『情報活用能力』は、文部科学省の「情報活用能力の体系表例」を基に、生徒に身 

に付けさせたい情報活用能力をレベルごとに設定し、学年が上がって行くにつれて高 

いレベルの資質・能力を育んでいた。 

 

４ 感想 

 公開研究会に参加して、個別最適な学びと協働的な学びの充実のためにあらゆる場面で生

徒が文房具のように ICT を活用している様子を見ることができた。これから、学校としての

土台を整えていくと共に、まずは ICT をどんどん使っていきたいと強く感じた。今回の研修

で学んだすばらしい実践を校内でも共有して、今後の指導に生かしていきたい。 
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